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人口の減少、少子高齢化による歳入の減少と社会保障費関連等歳出の増加が懸念
される一方、市行政サービスの更なる向上への市民の期待は高い。

子育て分野においては待機児童解消や、児童虐待防止、子どもの貧困等多くの
課題に対して対応を迫られている。また、高齢者分野に目を向けると、高齢者が
健康でいきいきと生活し、介護が必要となっても安心して生活できる環境整備が
求められている。

子育てや高齢者等の様々な分野への取組は、市民の生活に直結する重要な事業
として市民の関心も高いことから、経済性、効率性、有効性の観点から合規性
を踏まえて監査することは意義があると判断し、選定したもの



主な監査の視点

これからの予定

年月 内容

令和元年６月 関係資料等の閲覧

関係課への質問及び聴取

現場往査

12月 報告書ドラフト版（原案）作成

令和２年１月 最終報告書完成

令和２年２月 市長への報告（結果報告書の提出）

市議会、監査委員等へ結果報告書の提出

２

○ 法令等に準拠し、正確かつ公平に行われているか（合規性、正確性、公平性）
○ 目的の達成に向けて効果的な手段によっているか（有効性）
○ 効率的かつ経済的に行われているか（効率性、経済性）

主な監査手続
・関係法令、条例、規則等の確認
・管理台帳等の関係資料の閲覧
・任意に抽出した資料に基づく内容分析
・事務の執行状況等について関係課への質問及び聴取


